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， 文 審 ホ の 結 果 の 要 旨
間質性膀胱炎は蓄尿時膀胱部痛と頻尿を主な症状とする原因不明の難治性疾患で、わが国における 
患者数は約14, 000人と推定されている。有用な診断マーカーは存在せず、臨床症状および膀胱鏡所 
見 よ り 診 断 を 行 っ て い る の が 現 状 で あ る 。 Hepatocarcinoma-intestine- pancreas / 







1 C群において、尿中HIP/PAP濃度と臨床症状（1 日排尿回数、平均 1回排尿量及び蓄尿時膀胱部痛) 
との相関を調べた。さらに、膀胱生検により得られた膀胱組織において、抗 HIP/PAP抗体を用い 
HIP/PAP発現を免疫組織学的に検討した。
1 C群の尿中HIP/PAP濃度中央値は13.67pg/mlで、C 群中央値1.86pg/mlより有意に高値であった。 
また、1 C群の尿中HIP/PAP濃度は、1 日排尿回数、平均 1 回排尿量および蓄尿時膀胱部痛と有意な
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相関を認めた (r=0.429、一0.488、0.443)。1C 群の膀胱組織におけるHIP/PAP発現についての免疫 
組織学的検討では、膀胱上皮に HIP/PAP発現が見られ、特に、被蓋細胞においてHIP/PAP強発現が見 
られた。






であり、間質性膀胱炎診療の発展に貢献したと考えられ、本研究者は、博 士 （医学）の学位を授与す 
るに値するものと判定した。
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